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例

言

佛善
o3

　
蕪
村

七
部
集
は
文
化
五
年
秋
書
肆
懐

王
堂
等

の
編
纂

せ
る
も

の
に
し

て
例

の
七
部
集
形
本
二
卷
に
分

た
る
、
士

卷

に
は
其
雪
影
、
明
烏

、

一
夜

四
哈
、
花
鳥
篇

、
桃
李
、
下
卷

に
は
續
明
鳥
、
續

一
夜
四
哈
、
五
車
反

古
の
各
篇

を
收
む

、
七
部
集

と
云

へ
る
も
實
は
八
部
集
な
り
。
そ
の
各
篇

に
就

て
解
説
す
れ

ば
左

の
如

く
で
あ
る
。

　

　
　
　
　
　

　
其
雪
影
は

、几
圭

の
十
三
囘
忌

に
孝
子
儿
董
が
、
父

の
遺

作
及
び
諸
家

の
寄
稿

を
乞
5

て
編

め
る
も

の
、
蓮
句
及

び

一
派
の
俳
句
を
收

め
、
蕪
村

の
序
囎
山

の
跋
及
び
蕪

村

の
筆

に
成
れ

る
芭
蕉

、
其
角
、
…嵐
雪

、
巴
人
、
儿
圭
等

五
子

の
像

あ
り
、
其
雪
影
の
原
本

に
は
右

の
他
儿
董

の
序
交
及
び
卷
頭
に
几
董

、
几
圭

、
爲
拾

、斗
洲
、
牙
川
等

の

百
韻

、
几
董

の

獨
吟
歌
仙
等
あ
り
、

七
部
集
本

に
は

之
を
削
除

せ
る
も
、
本
書
に
は
原
本

よ
り
之
を

補

入
し

た

り
。
挿
豊

の
丙
原
本

に
は
芭
蕉
、
其
角
、
嵐
雪

の
三
子
の
像
力

一
枚

に
收

め
あ

る
も
、
七
部
集

は
原
本

よ
り
小

型

な
る
爲

め
か
之
を
三
枚

に
解
體
し

て
收
録
せ
り
、
本
書

は
七
部
集

よ
り
も
更

に
小
型
な
り
、
挿
盡
は
七
部
集
本

に

依
る
事
と
し
た
り
。

明
和
九
年
刊

、

一
卷
。

　

　　
　

　

明
烏
は
西
海
の
行
脚

よ
り
歸
れ

る
馬
南
が
流
行

の
新
知
見
を
語

れ
ば
、
几
董
も

「
余
が
方
寸

に
察

る
に
遑
す
」

と
、
大

い
に
古
今

を
論
じ
た
る
は
て
、
舞
き

た
る
兩
吟
歌
仙
を
卷
頭
に
、

一
派
の
連
句
及
び
俳
句
を
牧

め
、
蕪

村

の
校
閲
を
受
け
且

つ
明
鳥

の
題
名
を
指

示
さ
れ

し
も

の
、
校

訂
者
未
だ
明
烏

原
本
を
寓

目
す

る
能
は
ず

、
暫
く
七

部
集
本

に
依

る
事

と
せ
り
、
安
永
二
年
刊
、

一
卷
。



ノ　
4
剛蕪村七部集

郡

數

は
蕪
村
・
樗
良
・
几
董
、
嵐
山
の
歌
仙
四
卷
を
牧
め
た
る
も
の
、
蕪
村
の
序
に
嵐
山
の
語
を
援
て

「
い
か

で
四
哈
流
行

の
お
か
し
き

に
は
」
云

々
と
あ
り
、
當
時

の
淌

息
を
窺

ふ
べ
き
な
ゆ

、
卷
頭

の
句

に
よ
り

「
こ

の
ほ
と
り

一
夜
四
歌
仙
」

と
し
て
刊
行

せ
る
も

の
に
依
れ
り
、
安
永
二
年
刊

、

一
卷

◎

　
存
魚
鰤

は
其

の
名

の
示
せ
る
如
く
　
櫻
花

の
俳
句

及
び
連
句

、
宗

因
の
時
鳥

の
句

に
蕪
村

一
派

の
人

々
が
繼
句

し
た
る
歌
仙
等

を
收

め
、
蕪
村

の
序
及
び
挿
書
あ
り
、
七
部
集
本
は
挿
豊

の
前

に
連
吟
十
二
句

を
脱

せ
る
も

、
本

書
に
は
原
本
に
よ
り
之
を
補
ひ

た
り

、
天
明

二
年
刊
、

一
卷
。

　

　　
　　

　

桃
李
は
蕪
村
、
几
董

の
兩
吟
歌
仙
を
收
録

せ
る
の
み
、
然
も
其

の
序
文
に
俳
諧

の
流
行
を

論
じ
て

「
た
と
は

瓦

一
圓
郭

に
添

て
、
人
を
逍

ふ
て
走
る
が

こ
と
し
、
先

ン
す

る
も

の
却

て
後
れ
た
る
も

の
を
逍
ふ
に
似
た
り
、
流
行

の
先
後
何
を
以

て
わ
か

つ

へ
け
む
や
」
と
て
、
書
名
を

「
も

玉
す
も

瓦
」

と
附
け
た
惹
な
ど
、
蕪

村

の
識
見
と
酒

.脱

ぶ
り
を
想

は
せ
る
も

の
が
あ
る
、
安
永
九
年
刊
、

一
卷
o

　

　
　
　
　
　

　

績
明
烏

は
明
烏

の
續
集

な
る
も
、
此

の

一
篇
は
七
部
集

と
單
行
本

と
の
間

に
、
殊
に
著

し
き
相
蓮
あ
り
、
例

へ

ば
七
部
集
本

は
卷

頭
に
召
波

の
等
持
院
寓
居

の
句
あ
る
も
、
原
本
に
は
第
四
句

目
に
あ
り
、
原
本
卷
頭

に
は
七
部

集
本

の
第
二
旬

、
即

ち
宋
阿

の

「
名

の
高
き

」
の
句
を
置
け
る
が
如

ぐ
排
列
順

序
前
後
錯

雜
し
、
句
を
削
簡
脱
略

せ
る
も

の
春

の
部

の
み

に
て
も
三
十

餘
旬
の
多
き

に
及
ぶ

、
兩
書

の
句

の
順
序
を
明
示
せ
ん
に
は
、
各
句

に
番
號

を
附
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
、
今

そ
の
煩

を
避

け
て
、
本
書

に
は
原
本
續
明
烏
を
直
ち
に
、
底
本
と
し
た
り
、
讀
者
若

し
流
布

の
七
部
集
本

と
比
較
せ
ら
れ
な
ば
、
如
何

に
誤
脱

の
多
き
か
を
知

る
こ
と
を
得

べ
し
o
道

立
の
序

、
無
腸

隱

士
上
田
秋
成

の
跋
あ
り
、
蕪
村

】
派

の
俳
句
及

び
蓮
句
を
收
む
る
事
例

の
如

し
、
安

永
五
年
刊

、
二
卷

。
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む　
　　
　　
　

　
績
四
歌
仙
は
=
佼
四
哈
の
後
を
繼
い
で
、
曉
臺
、
几
董
、
月
溪
、
青
蘿
の
歌
仙
四
卷
を
牧
め
た
る
も
の
、
天
明

七
年
刊
、
一
卷
。

　
　　
　　
　　
　

　
五
車
反
古
は
維
駒
が
、
父
春
泥
舍
召
波
の
十
三
囘
忌
逍
善
の
爲
め
編
め
る
も
の
、
亦
是
れ

一
派
の
蓮
句
及
び
俳

句
を
收
む
、
續
明
烏
と
共
に
蕪
村
七
部
集
中
の
大
研
な
り
、
蕪
村
一
派
の
代
表
的
句
集
と
し
て
、
將
叉
天
明
俳
壇

の
傾
向
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
必
讀
を
要
す
る
も
の
で
あ
ら
う
、
天
明
三
年
刊
、
二
卷
。

　
複
刻
の
方
法
は
七
部
集
本
を
基
礎
と
し
、
單
行
の
各
原
本
と
の
異
同
を
欄
外
に
記
入
す
る
事
と
せ
り
、
七
部
集

本
及
び
原
本
共
に
誤
字
と
認
め
ら
る
N
も
の
に
就
て
も
、
私
意
を
以
て
改
め
ず
是
亦
欄
外
に
記
入
注
意
す
る
事
と

し
、
振
假
名
及
び
濁
點
も
一
切
私
意
を
以
て
更
改
せ
ず
、
た
い嶋句
讀
點
だ
け
は
原
意
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
黛
る

を
以
て
、
新
た
に
之
を
施
す
事
と
し
た
り
。

　
本
書
の
校
訂
に
方
り
頴
原
退
藏
、
高
木
蒼
梧
兩
氏
を
煩
し
た
る
事
尠
な
か
ら
ず
、
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

　
　
　
昭

和

二

年

十

一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轢
川
關
口
芭
蕉
庵
に
於
て
　
伊
藤

松
宇
識
…



…
ー
「モ
}̀

孛.毳萋
馨
蕘
ー

ー

羹
「華

蠱蓉
娼箋

羣
.夢こ
ミ
'.奪
.言
".匹害髻
を
宏
.魯轄
・竃
讙
韆
鶏壁
曙.羣
羣
蠡
霞皐
壼
蓼
曇
暇難
殴耋
娯
鼕舞
壽
孛
・"髫
毟
書.象
辜蠧
變
辜
塰
蠶憂
養
g.薯
暑
・影田・ξ
薹
彦
ー

睾
委
萋

}
雪
啓ー
も・圧董
・ー
耋

『舞
・・.・…
薯
亳を
喚羞
滴笋
.・・象
膏耄

蒹
藍薯
塗
彦
護
葱憲
嚢
萋
綾
華
・寒
試含淒
.馨
憂
蓬
唾蒹

.・疆婁
馨
蓼
巽
霊
律
睾鬢
蓄
曇蕁

嚢
舮譲男蹇
卓奏
峯
蒙

妻
鬘

馨
蠶
髦鬘
罍
惑
蓬

ξ

P

.

、

へ

「

P

r

1

囁
　　尸

「

謎灘
.

.-

●

丶



月次

」
口

H

次

購

(
例
言
　
伊
藤
松
宇
旨)

其
雪
影

明

重す

金

　

ド
b

一
夜
四
歌
仙

桃 花　 鳥
宀オ.鼻 ムだ並字

扁

ノ、 七 五 一
七 五 三 五 三斈

續
明
鳥
集

續
四
歌
仙

五
車
反
古

一,9δ
七

一
六
三

一髪



5

鑒

量

F　　　　　之

　　　　　　　　さ

葺垂

詈

き

亊　　　逵

　　　　　　翼

　　　　　　　釜

　　　　　　　　　　霍

　　　　　　　　　　　　イ

　　　　　　　　　　　　　　5
碁　　
墨

　　　　　志

量　　　…

● ジ　鋸

F　　　　　　　　套

亀　　　　牽

∈

}

ー

　　　　　　　　
ヂ　　　塾.

ー

冂

羣
詰　　2
　　　奮



藥 部 七 村 蕪9

　

　

　

　

　

　

　

　

む

て
汐

穿
㊧

㍗

勢

肉

}

　
　
　
　
　

Ψ
や

、.翁

、

力

蹟

}ヤ

遷'

』

叛
b竃
2
し

ハ
砥

澱
㍗

へ螂

噂
A
メ
転

と

　

　

　

μワ
　

＼

、

へ

。し

つ

へ

敢

・
【一 一可一}7濡厂=

　
　
　
/
～
冖

ぎ耀

6
丶

`



集 部 七 村 蕪

ゾ
　
　

ゲ

ら
為
飯
ま ・

て

丶

　

ー
ー

5

、
・う

4
　　
　　　
　　　　
　　　
勘

艶

/
・て

15

.鋳

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
▲
摩
　
　
　
》

こ

k

c

ヤ

陽
.

笹
し
集

ギ
r
》

多

へじ
為　
ハ

)

『そ

.望

畠

、

レ

乙

丶

～

も

共
豸
引

脚



集 部 七 村 蕪

鍾

て
,Ψ
4

遣歴
遇」
靨
祢

}气

ぐ

{

鶏

り
"

歌
'

裾
衣

ぐ
ひ

箆

捫
u

量

1玉



12集 部 七 村 一 蕪

餓
蚕



蕪

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ア
サ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ツケ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
エ
ン

蕪
村
翕

の
姓
は
與
謝
、
名

は
寅

と
い
ひ
字
を
春
星

と
稱
す
、

一
ッ
に
夜
牛
亭

と
號

し
と
か
や
、

も

と
は
攝
州

の
人
な
り
し
が
、
東

武
に
佳

な
れ

て
風
雅

に
心
を
よ
せ
、
其

人
と
な
り

て
は
洒

々

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

ア
ヶ
ク
レ

落

々
と
し
て
塵
俗

に
そ
ま
ず
、
旦
暮
俳
諧

に
心
を
ゆ
た
ね
、
宗
阿

の
も

と
に
よ
り
て
業
成

ぬ
、

は
た
お

の
つ
か
ら
畫
を
よ

く
す
、
後
、
京
師

に
5

つ
り
、
芭
蕉
堂
を

一
乘
寺
む
ら
金
幅
寺

に
建

つ
、
俳

諧
靈
事
と
も
に
世
に
鳴

る
、
門
人
鮮

し
と
せ
す
、
時

に
天
明

と
い

ふ
三

の
と
し
癸
卯
十

二
月
に
沒

ぬ
、
實
に
中

興

の
首

唱
な
り

と
い
ひ
つ
べ
し
o

村七部粲13



薹珍　　　冥穿

爵　　　誓

　　　　鼕

　　　　　　妻

　　　　　　　　　耄

　　　　　　　　　
　妻

聟

多　
蓐
　　　　　　事

　　　　　　　　歪

　　　　　　　　　島

　　　　　　　　　　
　よ
「

Σ

蔓

、彰

ζ

薫

牙　　享

§

主「評

罸

.嵳

装　　誼レ

　　
　F

　　
　　嵳
告

　　
　　　　舌

　　
　　　　　　　挈

　　
　　　　　　　　　　
婁



其

雪

影

序

其

○
獨
?

ム

と
り
。

雲影15

O　 O　 O　 O
まぬ論流圭圭ま
つGつ 画流な弛

う
く

祭
る
③

きとな る圭
ぬGりQな
1　 と　 る

論 　 !　 1
盡 圭 叉

今

や
上
侯
伯
よ
り
、
下
漁
樵

に
お
よ
ふ
ま

て
、
俳
諧

嘗

ご
る
も

の
な
し
、
そ
れ

か
中

に

蒙

を

・も

て
・
世

に
稱

せ
ら
る

墨
こ
と
は
き
は
め
て
か
た
し
、
京
攝

の
際
三
四
指
を
屈
す

る
た
に
も

い

た
ら
す

・
そ
も

ノ
＼
三
四
者
は
誰
、
几
圭
其
大
指
を
領

せ
り
、
圭

は
し

め
巴
人
菴

の
門
に
遊

ひ

て
・
そ

の
眞
卒

に
倣
は
す

、
か
た

は
ら
牛
時
庵

の
徒
に
交

り
て
其
贅
牙

に
化

せ
ら
れ
す
、
獨
り

俗
談
李
話
を
も
て
、
た
く
み
に
姿
情
を
盡

せ
ぢ
、
た

と
は

x
小
説

の
奇

な
る

こ
と
は
は
、諸
史

の

め
て
た
き
交
よ
の
も
興
あ
る
か

こ
と
し
、
圭
去
の

て
ま
た
圭
な
る

も

の
出

す
、
人
或
た
ま
ノ
＼

人
情

世
態

の
お
か
し
き
句
を
得
れ
は
、
則
云
圭

流
な
り

と
、
こ
乱

に
お

い
て

一
家

の
論

つ
き

ぬ
《

ご
と
し
十

三
囘
、
其
子
几
董
小
珊
子
を
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朝ぞ惑 機欝纛 警に齢 ご
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犁 く二㍉ 生手川器合き嘱
　 　 　 　 て 　 ふ を 　 　 　　 繩 高　 る と鳥 　
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宵筏 飛逹拏て夏か1の 蠡
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築 黄 洒 姑 橘 大 か む 夕 厮 こ 春ヲ燈 暮 腹 栗 身

地 昏 落 と に 小 は ら 凪 借 れ の か 殘 を 概 ま

の や に 中 　 の ら 鵆 に し は 雨 　 る 減 野

や ・月 染 漕 鑑 恥 禮 花 他 け 孑ε し ぜ

　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　　人 　 　 　　竹 も
ね ち た 能 を も も の さ に 香 ま 朧 を に亀田
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鋤 こ》… 幸 ゴ とくご
化 の た ま 一 こす 筋 て み た

歌 そ と 酉評
さ あ ひ る 椽 佳 妙 瀏 け 一 し の 思 出 醐 の

く と ら 也 先 て 藥 に ん り 森 て 窓 ふ る 山 露

角 容 淌 湖 曳 角 湖 甲 角 キ 甲 曳 容 両 キ 湖 倚
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ひ 主 名 影 塵 眠
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白 白 日 別 　 　　名 桃 鳥 谷 茶 和 山 蝶 散 力 家
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、

か
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の
ゆ
め
に
た
ど
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ら
し
山

の
雰

の
ゆ
く
ゑ
だ
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し
ら

ぬ
ゑ
ひ
す
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瓦
ろ
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さ

う
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し
け
れ
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て
朝
夕
草
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と
つ
る

乂
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く
ら
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詠
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し
に
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ち
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す
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と
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ふ
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き
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ひ
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こ
せ
た
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澤
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し
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一
聲
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し
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君
下
に
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狗
尾
を
も

て
貂
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乂
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ゆ
く
ま

乂
に
、
や
が

て
三
十

六
句
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鳥
篇
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踈
懶
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謝
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こ
と
し
か
り
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草 月 つ 僣 立 我 炭 さ 初 暮 け 葛 花 花 浦

臥 の と 寺 よ 住 が り ざ お ふ 城 の を 里 花

黨籌蒙
の ら 麥 か ら 二 ま く情 の 花 ぎ 井 九 の

河 哉 畠 な 哉 百 櫻 ら 哉 月 哉 れ 川 日 味
　 　 　 　 　 　 　 　 　

窘実 　 森 芸 ・撚 窘嘉 ・麟
士 う 湖 正 守 如 路 東 盛 胡 佳 何 延 雄 士

喬 め 嵩 巴 明 水 景 渚 菊 柳 則 來 年 山 川
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ざ に の る ざ ろ 庭 れ の 春 つ に に 茶 か を さ

荘 怒 讙 藁響釁1弩
∴ 驚言貪お鰐1凝 鸞窪
も お に ひ の る も や ら 、 カ、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　夕 玉寸'ぼ 之 と

1継蠶 暴鷺1鷲
か 陰 る1聞 才か 雫 くか く飽 蝶 櫻 く蹴
　 　 　 　 　

な 哉 時 ら 哉参な 哉 ら な ら ふ り 哉 哉 ら 月 哉

　 　 　 　 　 女 　 　 　 　 　 　 　女

是 雪 松 几 管 小 銀 心 春 金 こ 古 青 吾 佳 熊 我
　 　 　 　 　 い 　　　　　　》

岩 房 化 董 鳥 と 獅 頭 坡 篁 の 好 荷 琴 棠 二 則
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さ に 花 花 雲 き 雨 舟 櫻 狩 舟 溜 夜 老 零 さ{鄙

く し の に と の の 出 か く 出 池 ざ て も く 人

齧箋慧ll霧 灘 亘

跳 絵 鴛lll靉
す に の る り ち る ら の を さ に か と で か て

　 日夕 や 山 の 南 見 木　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く さ ㍉ ま さ 飯 さ
山 のけ宥 碧 鮒　　 　　　 　　　の歩

ら く君 れ くけ く
の 落 ぶ 月 く く の た 一 路 か ら が け ら 誌:ら

紳 る り 夜 ら ら 花 り 構 哉 な 哉 聲 る 狩 り 哉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ
　 　 　 ナ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　キ
　 大 　 　 二 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 　㌧　ノ　 　 　 宮　 石

ハ 女 　 　　 石 ハ 　 ツ

菊 士 紫 百 石 文 徳 呑 ま 束 曾 附 毳 柳 維 山 舞

　 　 　 　 　 　 　 　 さ

十 巧 洞 櫻 松 皮 野 獅 女 助 雨 鳳 葉 女 駒 呼 閣
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入 獨 肚 さ 黄 花 ひ 片 土 ち 此 夕 花 途 朝 先 日

月 行 家 く 昏 ざ と 袖 鳩 る 道 ぐ に に 戸 キ和

　 　 　 　 　 　 　 　 　 は も れ き 晴 出 へ し　 て 町 ら の か つ は

鰾纃麟墾燕
ら れ 似 佳 草 し ひ た 陰 外 も 離 ふ か を し 云

よ せ た と 履 ろ 丶 ヂ の に と る ひ る う の け

こむ りもや億 よ遲 は が お 脳 り

ぎ 花 山 う さ 入 山 山 ざ 蝶 く あ や や れ や さ

　 　 　 　 　 　 さ さ 　 ば ら ま 松 雨 し花 く
　 の ざ く く 曰

　 　 　 　 　 　 く く く か か の の の さ の ら
る も く ろ ら か

坤 と ら 引 人 な ら ら ら り な 原 風 花 に 山 狩

幻 ナ　　　　　　　　　　高　　　　ナ
佳　ニ　　　　　　　　　　　　サ　　　　　ニ
ぬ ハ　　　　　　　　　　コ　　　　ハ臥 舊 里 獸 梅

田 魚 其 布 梅 通 正 月 存 婆 文 公

央 國 曉 子 亭 隔 赤 答 舟 幸 介 名 羆 固 雪 長 遽



花鳥篇93

○
弛

・
見

ー

牝

』

み
。

千花5

　

弗化
棚洛
非化
開
鳳個
未
醉

　

還
疑
千
日
在
君
家

日

の

酒

費

は

た

ぞ

　

十

字

街

に

酒

汗

し

て

牛

の

ひ

　

登

台

嶺

へ

・も

な

き

こ

の

よ

の

　

右
文
晋
の
二
句

　
一
休
會

裏
に
な
き
物

花

　
の

陰

く

日

哉

櫻

険

に

け

り

ま
な
正
月
し
も
茶
わ

む

　
　

を
し
き
た

瓦
見
く
も

の
い
ゑ

　

勢

に
こ
め
得
法
悲

の
衣

　
　

つ
と
め
放
參
經
陀
羅
尼

　
　

は
や
る
も

の
な
に
ノ
＼

猿
樂

田
樂

の
う
た

ひ
も

の

　
　
尺

八
こ
き
り

こ
は

ふ
か

ふ
し

傾
城
若
俗

の
さ

ふ
た
む

道

　

立

蓼
　

太

曉
　

臺



94集 部 七 村 蕪

○
焦
尾
ー
蕉
尾
。

O
輯
證
i
鎚
請
。

(
)
そ
の
道
を
ー
そ
の

遒
理
を
④

　
　

　
　

　

さ

よ

ノ
ー
丶
さ

山佼

ふ

け

か

た

の

よ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

し

か

の

ひ

と

こ

ゑ

　
　

　
　

　
　

此
小
歌

は
天
下
老
僣

の
活
作
也
、
佐
竹

の
御
家
に
あ
り

て

　
　

　
　

　
　

踈

な
る
饗

に
は
掛

ら
れ
す
と
か
や
、
そ

の

一
聲
を

こ
エ
に

　
　

　
　

　
　

う
つ

し
て

、
焦
尾
桐

の
し
ら

べ
を
け
ふ

一
曲

の
早
歌
も

ま

　
　

　
　

　
　

た
艶
な
り

。

右

の
文
は
其
角
か
焦
尾
琴
に
有

て
、
俳
諧

の

一
枚
起
證

と
も

い
ふ

へ
し
、
さ
は
お

の
れ

が
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を
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瓦
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に
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を
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こ
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二
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七
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本
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に
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我 御 柳 聲 飯 弩 呉 む 變 荻 藏 藥5江 ま ほ

行 車 は た を を 楚 ら 化 萩 か 種 へ を し と

く領 謡 織 ∴1

畿ll凝1鷺 鑑l

l藤灘1靉
過 て ゐ よ し て 雲 哉 て 京 造 夕 玉 て 雲 聞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宗
習 維 正 熊 是 之 我 田 湖 湖 金 佳 百 几 蕪

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 因
馨 駒 巴 三 岩 兮 則 輻 嘉 柳 篁 棠 池 董 村
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宗 こ 藍 う は 三 秋 そ ま ト遠 う さ 麥 顯 古 み

惣嫁靆

藻鑠翻
拒 耽 のて込 け豆 けら級 く修 朧
た 數 り り 月 賣 て 置 餅 り ん る て 村 行 枝 月

蕪 松 春 魚 百 ㌧蕪 老 雪 几 春 佳 自 銀 紫 管 月

樹 ヒ坡 赤 池 村 雨 居 董 坡 棠 笑 獅 Ψ同 鳥 居
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　 く 隱
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ケ ら よ
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桃李

○
鞭
靴
尢
や序
一t
宍

・永
乃

年
販

單
行
本
に
は

「
俳
諧
桃

李
序

」
と

　
あ
り
o

○
哥

仙
あ
り
ー
原
本

可
仙

有
⑤

〇

一
人

-
萱
人
。

○
木
に
ゑ
ら
ん
と

い

　

ふ
ー
木
に
ゑ
ら
す

　
と
云
。

O
此
歌
仙
ー

乙

の
司

仙

③

O
け

ふ
の
俳
讙

に
し

　
て
t
け

ふ
は
け

ふ

　
の
は

い
か

い
に
し

　
て
③

○
ふ八
塾忍
な
り
1

大
幽
胤

也
。

桃

李

序

い
つ
の
ほ
と
に
か

有
け
ん
、
四
時

四
ま
き

の
哥
仙
あ
り
、
春
秋

は
う
せ
ぬ
、
夏
冬

は
の
こ
り

ぬ
、

】
人
請

て
木

に
ゑ
ら
ん

と
い
ふ
、
壹
人
制

し
て
日
、
此
嵜
仙
あ
り

て
や

x
年
月

を
經
た
り

、

お
そ
ら
く
は
流
行

に
お
く
れ
た
ら
ん
、
余
笑

て
日
、
夫
.俳
諧

の
活
達
な
る
や
、
寰

に
流
行
有

て

實
に
流
行
な

し
、
た

と
は

玉

一
円
郭

に
添

ザ丶

人

を
追

ふ
て
走
る
か

こ
と
し
、
先

ン
す

る
も

の

却

て
後
れ
た

る
も

の
を
追

ふ
に
似
た
り
、
流
行

の
先
後
何
を
以

て
わ
か

つ

へ
け
む
や
、
た

瓦
日

々
に
お

の
れ

か
胸
懐
を
う

つ
し
出

て
、
け
ふ

の
俳
諧

に
し
て
翌

は
又
あ
す

の
俳
諧

也
、
題

し
て

も

瓦
す
も

エ
と
云

へ
、
め
く
り
よ
め

と
も
は
し

な
し
、
是
此
集

の
大
意
な
り
。

序

蕪
　
村

識

スoヨ

」
聿

蘭　　

.
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○
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影
㊤

○
ら
ん

--ら

鷲
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兎押 三 隣 翻 秋 夕 山 歌 百 と聟 す 卯 牡

唇チに 尺 に 麻 ふ を 月 田 枕 里 し の は 月 丹

篶霧1
な ら か う に け に+刈 け め 入

ぐ ら 力憶
く ん れ り文 る 倚摧 比 ふ す て ゑ ん け 片

村董臆 樋 村董村 蟻 坿 坑 蕪

　　　　　　　　　　　　　　董村
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○
よ
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そ
き
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そ
き
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李 桃

○
畷

ナ
八
テ

畷

。

3

○

は
る
の
ー
春

の
0

　

に
し
に
～

西
に
。

祟鴬 駕 し+つ 見 ・ 江 継 驃 博 能 は 鐘

絳 ∵毓咲礁l

l艨 辮 三雛1ノ」'
、、,等 .り さ)ノ'　 　 の 　 ぬ と す し ら.一..

紅 り ワ 番 へ 人 出 叉 魚 う う 畷 と き む1コ こ

璽讖続 霧 れ謡 を轄
ひ居 の鰐 き供 跡 しふ 啼 幌 ふ り

て る 雨 本 き 也 養 降 き さ り 町 て ふ1こ く て

葦 村 董 董 村 劃 横 村 董 村 董 村 董'村 董
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す
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れ
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ハ
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れ
琢
¢

す
み

蹴

戴
響
獎
鄙

　
　
　

白
紙

な
り

㌧。

　
　

O
ま
弛
く
れ
ー
ま
弛

　
　
　

暮
⑨

い 寐 女 弭ヲ雨 七 二 春 す 茶 五 此 冬
　 　 　 量

1霞誓た1譜 綻 句査

補 深 し}=スリ の か 啄 か 舍 老 ち

触 き む 救こ 近 し 雀 ら か 杜 月

蠻 の霪の鹸 欝 か骨

鑽寛二織 糠1寒 讐

鯵 浦条く綱 爺
ん み て 人 ぬ 晋 佳 て ん 水 て 腸 哉

村 董 村 董 村 董 玉 村 玉 董 製 蕪

村

几

董

ま 花 既

た に　 　 に

く う

れ と 玄

や き 番
　 身
ら に か

ぬ
　 旅 公
春 籠

の 屋 事

と の も

も 飯
　 　 貭し と

火 汁 色

董x村
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らい　 　　　　 　　　　 　屮段　 　 　 　 　 　 。は　 　 　　 　 　 　 　 　　の卿

　　　　　Q㌣ 　 　 　 鑿
　 　 　 　 　 　 い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1
　 　 　 　 　 　 ば 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　我

月　片 貧 西 三 む い 保亥歳 荒 水 鄰 頭 交 鹿 月 出

の 側 し 國 っ ら 謁 嬉 紳 に 人 痛 机 の 落 鷲

誓藩1鵡 殘曇1の∵
ろ 川 獅 ん 穗 花 ㌦ に りに の 花 臥 上匕れ

の 流 の 議 河 物闘夜 し とふ 打 す の な

淕 足 　 輔 し 　 酒 ら 拂 出 や　
る 　　取 ふ 働 　　ば と 明 　 　　渥 　　二我

さ 曳ほ小 る評 らのや ふ艸1池

な 秋 や 二 讒 吹豫 せ 鷄 一 族 日維 の 露風

つ の に く し へ の ら や 啼 け の の 摩 戸 闇 吹

ま 風 行 れ う る 後 ん る て ん 春 影 經 に き 秋

村 董 村 董 村 董 村 董 村 董 村`製 董 村 董 村 董
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き
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て
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つ
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戀

●

續
あ
け
か
ら
す
.

續あ　

　
○
混
し
!
ー
七
部
集

け
　
　

混
し
て

　

　
○
安
考
ー
-ー
七
部
集

か
　
　

前
莞

らす

○
罩
行
本
ー

匕
部

　
集
共
に
蹄
に
作
る

　

　
〇
七
部
集
既
に
ノ
に

　

　

を
加
ふ

餅

崑
岡
王
採

之
有
餘
、

い
つ
み
の
杣

し
け
き
宮
木
は
、
ひ
く

と
も
た
ゆ
る

こ
と
な
し
と
、
風
雲

の
晦
、

獪
か
く

の
こ
と
く
、
花

の
春
月

の
秋

お
り
に
ふ
れ

こ
と
に

の
ぞ
み

て
、
む
な
し
く
す

く
し
か
た
き

こ

x
ろ
よ
り
、
風

に
欺

き
鳥
を
燐
む
。
其
情

そ

の
す
か
た
、
や

ま
と
唐
土

の
气
.た
、
我
筑
嬲

の

一

體

に
及

ふ
ま
で
も

か
ほ
ら

さ
る
を
や
。

ひ
と
日
客
來
り

て
俳
諧

の
虚
實

を
論
す

る
の

つ
ゐ

て
、
世

に
詩
哥

の
虚
實

あ
る
は
花
實

配
當

な
と
、

ひ
と
つ
に
混
し

て
と
く
も

の
あ
り
と
い
ふ
。

お
も
は
さ

る

の
甚
し
き
周
子
か
虎
實

は
境
趣

を
の

へ
、
紀
氏

か
花
實
は
心
詞
を

い
ふ
か
。
支
考

か
所
謂

は
い

か
い
の
虚
實

は
我

い
ま
た
し
ら
す
、
後
鳥

塑
…
の
上
皇

の
勅
問

に
、
定
家

の
卿

の
答
さ
せ
給

へ
る
、

花
山

の
僭

正
か
哥

の
ま
こ
と
す
く
な
き
、
其
誠
す
く
な
き
か
寄
也

と
か
や

。
向
上

の

一
路

こ
Σ
ろ

わ

き
か
た
し
。
し
か
は
あ
れ

と
詩
や
冨
や
、
聲

の
教
に
し

て
教
戒

の
端

と
い

へ
れ

は
、
此
境

に
遊

は
ん

こ
そ
風
雅

正
第

一
蒜
蹄

と
や
い
は
む

か
。、
李
白

か
白
髪
三
千
丈
と

い
ひ
、
素
性

か
血

の
涙
落

て
そ
瀧
津
白
河
は

と
い

へ
る
た
く
ひ
な
る

へ.く
や
。
た

と

へ
は
酒
に
醉
る

も

の
x
道
路
幾
筋

に
も

見
え
、
燭

の
み

つ
に
も
ふ
た

つ
に
も
見
ゆ

る
か
こ
と
き
、
醉
中

の
誠
と
や

い
ふ

へ
き
憂

に
せ
ま
り

喜

に
た

へ
す
し

て
は
し
か
な
ら
ん
か
し
。
客

ま
た

い
ふ
、
蕉
翕

の
正
調
は
俗
談
卆
話
に
あ
り
と

。

そ
も
風
流

の

　
體
な

る
を
俗
談

峯
話
に
あ
ハソ
と
は

い
か
に
そ
や
。
既
白
氏
も
白
俗

の
名
あ
り
老
妻

、
「　　q
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(口続

鞴
集
ー
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二

付鄰 七羹

〇
七
部
集
-
識

書
レ
紙
成
二
棋
句

一
と
い
ひ
、

紳

垣
に
く
ち
な

し
色

の
衣
き

て
も
み
ち
に
ま
し
る
な

と
、

撰
集

の
う

た
老
杜

と
い

へ
と
も
後
世
卑

俗
の
そ

し
り
ま
ぬ
か
れ
す
。
雅

中
に
俗
あ
り
俗
中

に
雅

あ
り
、
詞

の

雅

俗
こ
と
の
雅

俗
あ
る
こ
と
を
思

ふ

へ
く
や
.》
又
翕

の
句

に
枯
枝

に
烏

の
と
ま
り
け

り
と

い
ふ
を

難

し
て
、無
昧
淡
泊
な
り

と
い
ふ
も

の
あ
り
と
。
海
を
語

り
氷

を
語

る
は
其
人

に
よ
る

へ
し

,富

士

の
高
根

に
雪

か
ふ

る
と
は
襁
褓

の
援
兒
も

い
ふ

こ
と
を
得

へ
し
。
鸚
鵡

啄
餘
香
稻
粒

と
あ
ら

は
何

の
感
も
あ

る
ま
し
。

一
句

の
精

瀞

=

一字
の
字
眼

あ
る
こ
と
を

し
ら
す

や
。
前
村
深
雪
裏
昨
夜

一

枝
開
、
も

の
玉
ふ

の
や
な
み

つ
く
ら
ふ
小
手

の
5

へ
に
霰
た
は

し
る
な

と
に

て
推
し
る

へ
き
か
。

こ
玉
に
我
友
几
董
、
さ
き
に
明
か
ら
す
集
を
詮
ら

ひ
て
、
諧
哥

の
流
行

變
化
を
論
す
。
そ
も
流
行

變
化

と
は
氣

蓮
に
隨
ひ
て
瀝
遷

す
る
を

い
ふ
か
。
今
や
蕉
翕

の
教
化
人

々
を2
た
り

と
す
る
も
、
ま

た
氣
蓮

の
し
か
ら
し
む

る
か
。
今

は
た
其
續
集
を
ね
ら
ひ

て
こ
れ

か
序

あ
ら
ん

こ
と
を
も

と
む
。

其
撰

す
る

こ
と
の
か
た
き
裁
す

る
よ
り
も
か
た
し
。
鴛
鴦

は
可
縫

金
針
難
度

と
や

い
は
ん
。
其
句

々
は
み
な
郵
林

の
良
材

い
せ
の
海
清
き
渚

の
玉
を

に
ら
ふ
。
其
撰

る
お
り
に
ふ
れ
乞

ふ
に
ま
か
せ

い
な
み
の

Σ
い
な
み
か
た
く
、
は

瓦
か
り

の
關

の
名
も
は

玉
か
ら
す
、
來
客
に

ご
た

ふ
る

こ
と
は

を
も

て
こ
れ

か
序

と
す
と

い
ふ
◎

　
　
丙
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　 年 小 海 宿あこ二春 元 元 　 目 大 名

離禮 男煮藤 日な 陥 等 を雪 の韲

落写にみ たれやや持明の高部

こ幣 暮Σ鶯艸驚 蓬
し あ い 迎

衵 も の 居 て の 女

凱 芸葬禮の艶 居靜聞
　 敗 　 瀚`者 門'ど 　 る 弐 へ

艶 盲%の てし 嘱 す
　 は の や ぬ 酒 樂 し　 四 御

れ 艨 君 き しつ の 方 明 代

た 織 さ か け け か 麥 の の の

　 り 哉 り 春 む れ 也 畠 　 春 春 春

　羨　 　 糠
　 子 美 白 月 龜 柳 舊 召 　 太 几 宋

　 東 角 砧 居 郷 女 國 波 　 祗 圭 阿

續
明
烏
集
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1驪 た 　 梅 　 へ お も り

羞人続 の㌔ は脚
か騰 き鰍 蛇 しの

鸞ll穏ll
る ん け の 毫 緬 け ほ 八継
　 　 　 　 　 　 　 　 ぼ
也 め り 所 寺 迄 に り 巾りな

　 高　　　　　　　　　　岡 濃

曉 幕 定 移 嵐 大 蕪 召_護

臺i舟 雅 竹 山 魯 村 波 鼠 東

火 折 梅 い 古 耕 耕 里 と い 　 鶯 う鶯 う う 鶯

ll裳黨1聴鑠
ふ 卯 や

門 障 ち番 の
賞 　 　 と

衣 時 同 掃 子 す
　 あ 雄 人 に る
の

　 め む の 透 や
立　 に 　 朝 る 小

居 高 め き 春 家

か ね か け の カ、

な 哉 畑 ん 色 ち

　 　 　 磐
蓼 儿 道:乙 万 蕪

太 董 立 總 容 村
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か 白 家 わ 何 若 つ 青 八 梅 夜 　 暮 此 院 い

し魚 遠 り と柳 噛 ッ か 牛
書 る 比 くふ 即
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や
か し 恨 諺 く 間 の

惷ほ憂み人量濡
ふ や た や や も 　 お

春 春 り 春 春 し 連 ほ し
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水 水 り 雨 風 り 町 月 月

我 魚 春 裁吉芝 夜 春 一 町 　　山 小 裏 松 橘 囀 あ

庭 ふ の 費 居 を の 條 あ
嵐 も 耋 町 風 の 蛙 と
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左 ・春 路 竹 九 龜 、、白 万㌦几
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魚 川 董 名 重 祗 董 　 臺 　 仄 朗 村

續
明
か
ら
す



集 部 七 村 蕪 124

　 み 短 短 お か 碁 常 弓 夏 　 あ 夏 若 お 卯 卯

鵜灘1還 隲

籌蒸1
　 莖 影 か や 啼 立 中 哉 つ 　 吾 り な 哉 な 頃
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　 　 　 　 　 滾　　　　　　　　伏

　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　
南 乙 大 　 正 五 管 普 路 　 芙 山 霞 磽 蕪 移 蝶
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を 澄 ら

ふ ム も

く 小 禪

む 　　の

杜 田 遣

鵑 の は

花 水 し

哉 鏡 め
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繩 罪 か 繩 心

繕 恐 き も 安

ふ し　 　つ さ
　 　 淌小 き　 　

る よ　 の

手 鵜 ス Σ 笹
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　 藥∴ 夜∵ 別∫ 遲 花 狼 ひ 御

高 卯 麹 ま燭 路 身'キ 奧 険 弓 の 晦 そ 二 忍 無

札 に 悲厩 を の は 日あ て 矢 鮃 み 度 £ 縁

だ:親 心 明 て 灌 便 姦 る 庭 を 人 た 佳 の 乘 寺

謬纈鏃鱗
を㌧ 坊す

くき訪 ろ厂鞦 や花畷 建
方鰡 か の 一1ら ふ

け ま へ 宮 更 な の る 昏ナ け

し つ し,窓 巻 ん し る し り,守 て し 陰 工 ふ り

キ 池 キ 池 キ 池 一キ 同 池 キ 池 キ 池 キ 池 キ 池

　 　 　 　 　 　 　 　 夢
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　 ぬ 暑 あ 肌 我

　 し　 　 キ ら 隱 宿
河 の

合 　 日 暑 す は

森 な
レ い に し 女 下
セね

て 膳 飽 油 の 手

　 あ し　 　 の　
。　 し 罪　 け

　 　 燕 　 　　建:
　 ザ 　　　め 　くハ

　 　 子 　 　 　た　 ゆ 　
木 あ　 　 ゐヘ　　　　　　　　ク

　 くv/　 　　 Q

暑 煮 の つ 暑

　 :か 物 叫 さ か

な 哉 晉 哉 な

　 　 　 伏　江

　 　 　 ホ　　
几 定 臭 田 田

圭 雅 郷 女 幅

　 山 　 按 　 限 　 黒 　 堀

書P利 察 事 あ 温蘇 棺 池

謦ll灘葱
惜駕 た聾 逶ま
し く 聞まる る 積 に ヶ る く

　 　 　 　 ゐにぬ　 　　　ロま

む 芹 に 人 螺 ス 蠍 た 煙 口目

客あ雪ど転 『♂ 厨
　 お 　 聞 か し しN灯r
中
ほ 角㌔ 注 か つ ほ 夕
の ろ の っ 連 夜 隙 の 月

春 ・也 水 る 繩 や も き 露 に

筆 同 キ 同 池 同 キ 池 キ 池
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ゆ 白 夕 ゆ 夕 す 凉 う 夜 凉

ふ

チヵ　 　 　 　 　げし

芝や

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 施 飽 筆 川 夏 こ

雨 立llガ し か 凉 し 納 米 足 の 風 川1ま

や ちゃ しさく 　 ひ い こや く
さ

や さ 凉

に 　 下 の 草 　 や と念 や

譜 硝 縅 よ藤耀㌶

艶 に碁犖珊

鋳淵轄
£書 謀 ら朝肱朝 あの

峰 院 し な 雀 朗 枕 凉 り 影

　 　 　 　 　 　 　 　 禺

　 　 　 　 　 　 　 　 お
正 太 附 道 蕪 樗 雨 召 左 美

白 祗 鳳 立 村 良 谷 波 彦 角

る 　　 鳥 流

日 ぬ の 帽 る と

を 女 忌 　　瓦 な　 　 　 子

　 　 　 　 も る違 こ 日

丶 な か の 紳

す う か 乂 乂 遶

や 　 　 へ う

と や ら て っ し

こ 土 や 御 く 蝉

の 用 虫 秡:し の

僣 干 拂 哉 き聲

自 鷺 召 既 宋 几

笑 喬 波 白 阿 董
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雨　　贋≧　 お　　,適　　乘　　し　　雲 雨 涌 龍

徹

漁 り礁 調雨㍉ にに
る 返 に へ 撲 す 鯛 や 聲 う

雲 事 孕 る 弓 舟 月 隙 與 遠 つ

い 聞 み か と　 見 も ふ 　 る

つ へ っ よ り は し な ら き 雲

こ む 瓦 し て た て し ん 蝉 峰

雲け順 獅 くく糠%の 湛かの土

鸞貌際撫誤
な川襟 着波をを刀㌫方難 考 見1

東 魯 東 魯 東 東 魯 東 大 儿 霞

を に　 　 水
に

は 向 や

　 　 　 行な 　
.鱒

　 レ　お

れ か の や

　 蔓}　 　 鷸らユハ　ニく　　　　こトニ
κ 　　み 歌

り 峯 ね 峰

螽
ゑ
鼈 我 子 几

魯 董 束 　 友 則 曳 董
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　 此 さ 史 兄 露 戀 怠 柴

呈灘 薫 野 鷺 ら霧
そ1理 す櫚 ひ粟す恵しすの吾か

な
一脊齪 翫 をし煽 ひ輸 ㌔ け

鬻凝靉
　 　 　 　 　 　 の

置 前 葉 れ 火 也 蹇奏は 壁 り 風 月 ム　り の て 鳴

魯 東 董 魯 東 董 魯 東 董 魯 東 董 東 董 東 董 魯
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　 醉 　 い 　 芋 　 捨

一 其 物 く 村 喰 宗 か

　 　 　 　 　 エ

斗 角 好 世 の ご 旨 て　 花

ミ經 　 し の の
　 　 　 　 祭 い　 　 　 　 　 　 　 團耄百 見 　　て

　 　 め 　 　 も 僣 　は　
の 　 形 の 　 　 も
篇庭す
お誰 に入

蓄 に 君 か 　 訂 月 のサペ 　 　 　 　 　 　 　ず

　 侍 か し 造 を の あ
雄 坐
明 ㍉ 詠 宿 い

　 す 　 行 　 れ 　 しの

　 ら く 基 居 た か ら

春 ん れ 燒 る り す ひ

凉

今

は
む
か
し
ひ
と
日
几
圭
老
人
と

乂
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に
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入
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の
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い
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た

つ
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た
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や
あ
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け
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し

さ

や

闇

の

野

つ

ら

も

詠

ら

れ

執 魯 董 東 魯 董 束 董

筆

几

　
圭

㌔
-　　
電、甲
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乞 　 大 　 梨 　 盆 其

食 雨 徳 さ 壷 皆 の さ

な も の れ は 蕣 市 ま

ふ や 獅 憾 い 　 人

㍉ 徹 ㌔ ■このお
國 　 　 嘗 　 　 と も

に と ㍉ な 起 転 、
　 か け ～ る　 　 　

一 　 そ へ 柿遊　さ
ふ う 月 　 は

女 す を
屬 に う な の

2。き㌦ 更 ひぺ'
令チぬ り　 ぬ 　 り た

露 か な へ ら つ け ひ

℃ さ る り ん 玉 り ら
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に
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夜
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て
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と
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そ
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す
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は
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よ
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す
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行
な

ん
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無
爲
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に
在
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わ
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ん
を

と
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人
二
柳
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其

　

笑
を
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す
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二
柳
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の
む

か
し
語
り

に
老
父
が
嵯
峨

の

X
吟
を
聞
侍
り

て

す

x
ろ
悽
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の
情

に
た

へ
す
い
く
度
も
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し
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し
て
絡

に
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を
次

こ
と
に
は
な
り
.ぬ
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さ

、。

)

、

.っ」

か

た

ら

董 同 翻!同 董 同 二二几

鉚 董
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　 　 宿 　 仁 　 月　 冬 　 白

下1驚 弊工;藩壕
略後㌃ 諏1翫 ∵

{1∵ 鑑1二ぐ く
　 　 もア　トリ 　う　 ざヒ　れ ゴヒロヒ　　 　み ば のび　 　 ゼ 　 　 た 　 　　 ひ 　 の プr　　 か

触 家 しるの整 郵 る

や 隱 や 花 一 パ そ の 鼓

　 　 す さ の 寸 請 か 物　 腦
へ し 嵯 の 灘 し は 山 黒

　 る き き 峨 鮎 ん て し 吹 申 髪

同 柳 同 董 同 柳 同 董 同 柳 同



集 部 七 科 蕪 136

　 　 鵲 船 ほ 露 見 い は た 君 笹 闇

鑼鐵畠謬鬢1ウ 　　ロ 　　ヒ

搬 の 柄 て そ を て の や を や の て

鋸 も罐 め儷 曉夫只騨
講 か郷はて霄㌔ 婦 一 にお

繧 艶淵 け寛響
耄1磨轤綴三窺2三

.?一 の ひ 契 の れ の し の 夜 の

　 る 夜 河 星 哉 河 水 川 祭 河 哉 塞　 は

　 し　　 　　　 　　 　　 　　　八
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 畏　 　 大 白 左 龜 鷺 自 志

そ 万 龜 道

魯 砧 繍 郷 喬 笑 慶 の 容 友 立

續
あ
け
烏

鹸
、
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事
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せ
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と

の
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て
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の

灯

の

・も

ゆ

る

土

器

し

み

ノ
丶

と

竹

に

瞬
、

雨

の

晉

す

也

同 角 同 キ 角 定 キ 角 定 キ 美

　 　 　 　 　 　 　 　 雅 董 角

よ あ 梶

み さ の

寄 か 葉

を ほ　 　 に

ひ か
　 　 硯
そ ま
　 　 は
か い
　 　 つ
1凵一　の　　,℃　}　 　　　　　ノ

　 　 か星 て

　 　 しの 星

　 　 　の手 の 盤

向 別 の

哉 哉 糞

几 二 無

董 鉚 膓
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　 釣 既 聟 卯 子 月5百

月 鐘 武 比 た の 世 花 嚢 供 大 か 閨 た 只 姓 鳥

を宝者やそな 銃 の理 等名すそ途 き諢

南焦 木 かき く勲 擁%の ろ 心 庭遭

にぎハ葉れ醫獅 る鬣 ま盈く1こ羨

かま七落窄師啓 人る春㌔1奪 と染1こ
　 　 　 　 　 の い に の 木 　 や　 き 騎 し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か 齒 す」1潟

藩灘1纔撫
雲 ん 彳 り く る た て ふ 舞 て 下 花 く 顏 て ル

定 角 キ 定 角 キ キ 角 定 キ 角 定 キ 角 定 同 キ
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一 　 地お　月 　 花

群曇鞭 讐 な遊

に れ 壷 啓 篥 か 相

一は鏡 聞欝

向 い の の か ゆ　 　 　 　 　 　 と

宗と貍 謳 な
　 　 　 ぐね 　ノ　
ゴか　 　も　　　 　　　　 の 　　ハ

藁就 鼠く頴
　 　 外 か 宿あ 　り
の 安 て く 直ゐや 池

ほ き る る し 玉 の

り 冬 し 玉 て か 蓮

　 春 　 蝋 　 ひ 　 後
　 　 　 　 ゆゐ

他 の 聲 燭 御 ん 秋 れ
　 　 　 　 る
　 　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

の 野 な の 能 さ り て

國 に き 風 三 を そ は

な 乞 ヴ緯に 袴 塞 舟

　 食 の 流 時 る き の
ろ 　 　　 2≧ 　 　 　 　 _　 　　一.ξゆ　　　　み

メ　　ド　　お　　　をか　よあム　ノは

　 ず書 　　る つ ノ」 雛

伯 　 は 　 　 の 　 來

　 の く エつ し の る
夷 恥
し夜 り の 水㌔

叔 翫 の け 駐 風ふ汐

齊 聞 飛 花・め て 呂うに

同 几 同 大 同 儿 大

　 　 　 　 董 魯,

筆 キ 定 角 キ 定 角 キ
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　 夫衾 墨 飛 若 と や 田 佳

長 持 鏡 氷 世 脚 蒼 水 月 あ 錢 は む 哥 た 荒 力・

者 ぬ に る を 餮 を や る ぬ せ ゼ ー ■ ま

諺 耻塞轟憂ら野い膿す齪 曇∵

喜㌶㌶ 娠∵ 警鷺罅著
　 　 　 外 す し 冴 宿 に 交 て 乘 山 し　 　 ん人 淨

の 名 ら 面 座 を か の が 釀 せ ち と 祭 の1ま

諳 泣靜謗 一花日1〆愚惣 域
し ら の に 御 ナ る の ウ た 玉 出 見 ら な 日 し

ら し 顏 て 心 る 袖 春 農 り 僭 す ゆ ん む 影 て

几 大 几 大 几 同 大 几 大 几 大 几 大 几 大 几 大
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　 　 鷲 か 雨 秋
『　 頭 た ふ た

　 　 　 　 　 り

　 　 の ひ る

　 　 か ら ・ き
　 　 節こ　　こ　 　 　 の 　　　

の
　 　 ひ 　 　と　.　 　 　

身 　　か　 　 ら　 　 　 　 に
の

　 　 着 に 秋 む
　 、　　　一　　「捧苳　囑　　㌧上　 　 屮、　冨『蓋3く毛.1ノ、　々 、　 　

げめ　　　　 のヒ　 　 　 　 　 　 多

　 　 り し っ し

　 　 墓 き 日 あ
　 　 　 　 　 り　 　
ま 假 也

　 　 　 　 　 の

　 ,い 寢 け ま

　 　 り 哉 り 曳

　 　 　 　 善
　 　 　 　 ぬ

　 　 斗 舞 斗 千

　 　 　 　 　 代

　 　 淦 閣 拙 尼

　 　 　 　 雨 病 白 土 入 信

　 　 　 二 の 菓 中 前 雪 と器 わ 月 荊礬
　 　 寸:、

籌 秋 翫 子 を の に し を き に を 路

鳥睛の串國讐 て崇み達

の な 甘 わ 司 風 は ぐ 露 日 札 こ

は み け の 呂 か な け 「か す あ

友 　 に た 明 　 、 。 き 、_L。
　 おり 　 　 　 　　 　 　　こるた 　の 　エリ 　　 　　こゴ 　ロ 　マ　 ウぐ　　 　　　　　　　ぜノぼオ　 ノ　　のヒ 　　　　もい 　　　　い

㍉ しる日す隔 ㍉ かれ

そ畷 笠夜甓誰 婁け韋
ふ ひ 水 み る 牛 け ち の か の の

春 に 引 て 玉 過 り て 舟 ら 秋 數

几 大 同 几 同 大 几 大 几 大 几 大
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ミ

十　 自

を　
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の

は

し

め

や

す

ま

ひ

取

遘

立

　 闇
の 　 手 は

　 に
う 　 拍,
　 な 　 澱
し 　 子　 り 　

題
ろ 　　の

　 ゆ 　肩
や ～ あ
　 　

秋 踊 ふ の

の か 躍 踊

闇 な 哉 哉

　 伏

定 李 百 斗

雅 收 池 文

踊 一 う手 　 ひ 島 朝 瘧 蕣 蕣 あ 　 あ 艱み

野支　1謄1㌶ 撚
八 　 に に て 犬 踊 島 朝 　 ぱ に 鬼 や 身

靉1継
て む 茶 蚊 ワ と る の る
　 　 　 　 Q　　 し 　　 _品 、

讐∵ 窺 犠
　 　 　 　 た
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に
句
を
乞
な
と

し

て
、
か

の
良
材

金
石
を
も

て

一
集
を
供
養

せ
ん
と
な
り
、
予

み
つ
か
ら
筆
を
探

て
此
行
に
微

力
を
添
、
撰
成

て
こ
れ
を
先
人

の
鯤
前

に
供
す

、
そ
の
功
徳
見
佛
聞
法

の
結
縁
な
る

へ
し
、
且
、

太
祗
移
竹
嵐

山

の
徒

を
は

し
め
、
數
輩

の
古
人

、
再
集
中

に
出
現

し
て
風
月
花
鳥

の
吟
を
諷

誦

す
、
さ
は
是
自

他
李
等

の
追
善

お
ほ
か
た
な
ら
ぬ
利

釜
な
ら
す

や
。

天
明

三
卯
歳
十

一
月

容

夜

樓

晋

明

書
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讃

書

子

に

寄

す

岩
　
波
　
茂
　
雄

岩
波
文
庫
發
刊
に
際

し
て

　

眞
理
は
萬

人
に
よ

つ
て
求

め
ら
れ
る

こ
と
を
自
ら
欲

し
、
藝
術

は
萬
入

に
よ

つ
て
愛

さ
れ

る

こ
と
を
自
ら
望
む
。
嘗

て
は
民
を
愚
昧
な

ら
し
め
る
た
め
に
學
藝

が
最
も
狹
き
堂
宇

に
閉
鎖
さ

れ
た
こ
と
が
あ

つ
た
。
今

や
知
識

と
美

と
を
特
權
階
級

の
濁
占

よ
り
奪

ひ
返
す

こ
と
は

つ
ね

に

逕
取
的
な

る
民
衆

の
切
實
な
る
要
求
で
あ
る
。
岩
波
文
庫

は
こ
の
要
求

に
應
じ
そ
れ

に
勵
ま
さ

れ
て
生
れ
た
。
そ
れ

は
生
命
あ
る
不
朽

の
書

を
少
數
者

の
書
齋

と
研
究
室

と
よ

り
解
放
し

て
街

頭

に
隈
な
く
立
た
し
め
民
衆

に
伍

せ
し
め
る
で
あ
ら

5
。

近
時
大
量
生
薤
豫
約
出
版

の
流
行
を

見
る
。
其
廣
告

宣
傳

の
狂
態
は
姑
く
措
く
も
、
後
代

に
貽
す

と
誇

稱
す
る
全
集
が
其
編
輯

に
萬

全

の
用
意
を
な
し
た
る
か
。
千
古

の
典
籍

の
飜
譯
企
圖

に
敬
虔

の
態
度

を
缺

か
ざ

り
し

か
。
更

に
分
費
を
許

さ
ず
讀
者
を
撃
縛
し
て
數
十
册
を

張

ふ
る
が
如
き
、

果
し
て
其
揚
言
す

る
學
藝
解

放

の
良
途
な

り
や
。
吾
人
は
天
下

の
名
士

の
灘

に
和
し
て
之

を
推
擧
す
る

に
躊
踏
す

る
も

の
で

あ
る
。
こ
の
秋

に
あ
た

つ
て
岩
波
書
店
は
自
己

の
責
務

の
愈
露
大
な

る
を
思

ひ
、
從
來

の
方
針



の
徹
底
を
期
す
る
た
め
既

に
十
數
年
以
前
よ
り
窓
し
て
來
た
計
豊
を
懊
重
審
議

こ
の
際
斷
…然
實

行
す
る
こ

と
に
し
た
。
吾
人
は
範
を
か

の
レ
ク

ラ
ム
文
庫

に
と
り
、
古
今
東
西

に
亙

つ
て
交
藝

哲
學
瓧
會
科
學
自

然
科
學
等
種
類

の
如
何
を
問
億
ず
、
筍
も
萬
人

の
必
讀
ず

べ
き
虞

に
古
典
的

價
値
あ
る
書

を
極

め
て
簡
易
な

る
形
式
に
於

て
邃
次
刊

行

し
、
あ
ら
ゆ
る
人
間

に
須
要
な

る
生

活
向
上

の
資
料
、
生
活
批
判

の
原
理
を
提
供

せ
ん
と
欲
す

る
。

こ
の
文
庫

は
豫
約
出
版

の
方
法

を
排
し
た
る
が
故

に
、
讃
者
は
自
己
の
欲

す
る
時

に
自

己
の
欲
す
る
書
物

を
各
個

に
自
由

に
選

擇
す
る
こ
と
が
出
來

る
。
携
帶

に
便
に
し
て
價
格

(り
低
き
を
最
主

と
す
る
が
故

に
、
外
觀
を
顧

み
ざ
る
も
内
容

に
至

つ
て
は
嚴
選
最
を
力
を
盡

-
,v從
來

の
岩
波
出

版
物

の
特
色
を
釜
發
揮

せ
し

め
よ
う
と
す

る
。

こ
の
計
豊
た
る
や
世
間

の

一
時

の
投
機
的
な
る
も

の
と
異

り
、
永
逶

の
事
業

と
し
て
吾
人
ほ
微
力
を
傾
倒
し
あ
ら
ゆ

る
犧
牲
を

忍
ん

で
今
後
永

久
に
繼
續
發
展

せ
し
め
、
も

つ
て
文
庫

の
使
命
を
遺
憾
な
く
果

さ
し
め
る
こ
と
ウ
期
す
る
。
藝
術

を
愛

し
知
識
を
求

む
る
士

の
自
ら
進

ん
で
こ
の
擧
に
參
加
し
、
希
望

と
忠
言

と
を
寄

せ
ら
れ

る
こ
と

は
吾
人

の
熱
望
す

る

と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ

の
性
質
上
經
濟
的

に
は
最
も

困
難
多
き
此
事
業

に
敢

て
當
ら
ん
と
す
る
吾

人

の
志
を
諒

と
し
て
そ

の
逹
成

の
た
め
世

の
讀
慰
子

と
の
5
る
は
し
き
共
同
を
期
待
す

る
。

昭

和

二

年

七

月

蓼



岩
　
波
　
文

庫

冂
此
文
庫
は
、
普
及
を
第

一義
乏
し
て
刊
行

　
す
る
廉
價
肢
で
す
"

0
内
容
の
嚴
選
　
古
今
東
西
の
あ
ら
ゆ
る
古

　
典
及
び
、
價
値
高
き
良
書
を
網
羅
し
、
校

　
訂
、
飜
譯
に
於
て
も
最
善
を
期
し
ま
す
。

〔
蟇
低
の
廢
價
　
出
來
る
丈
安
く
手
に
入
れ

　
ら
れ
る
樣
に
、
小
さ
い
形
の
申
に
、
澤
山

　
の
内
容
を
盛
る
形
式
を
探
り
ま
し
た
。

口
騰
求
の
自
由
　
し
か
も
讚
者
が
全
く
自
由

　
に
、
欲
し
い
本
を
隨
時
求
め
ら
れ
る
自
由

　
…選
擇
の
方
法
を
執
り
ま
し
た
。

0
方
法
は
、
範
を
廣
く
内
外
に
覓
め
た
る
結

　
果
、
最
合
理
的
普
及
版
た
る
獨
の
レ
ク
ラ

　

ム
に
則
り
ま
し
た
。

口
約
百
頁
を
單
位
と
し
て
星

一
つ
を
以
て
そ

　

れ
を
現

は
し
、
★

一
つ
毎

に
二
十
錢

の
定

　

價

で
す
。

一口

★
一
つ
を

ー
に
數

へ
て
此

の
文
庫

の
番
號

　

を
撻

め
て
ゆ
き
ま
す
。

口
番
號

ば
た
虻
發
行
順

に
從

つ
て
之

を
追

ふ

　

も

の
で
あ
り
ま
す
。

日

★
★
或
は

.★
★
★
★
★
は
、
夫

々
二
百
頁

　

或
は
五
百
頁

の
本

一
班
な

る
事
を
示
し
、

　

百
頁
づ

製
の
分
冊
…で
ほ
あ

り
ま
せ
ん
。

ー

口
裝
頓
は
雫
輻

百
穂
書
伯

を
煩
は
し
ま
し
た

[
]
邊
料
(
及
定
價
)
は
左
表

の
通
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

買
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★

★ ★ ★

☆★
　
　
☆

髭

f

二
十

銭
途

料

　

銭

　

　

四

十
銭
　
　
　
四
銭

　

　

六

+
銭
　
　
　
四
銭

　

　

八

+
銭
　
　
　
六
銭

　

　

一　

円
　
　
　
六
錐

口
御
注
文
は
前
金
で
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
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